
 

 

 

 

 

 

学 校 図 書 館 と 親 し も う ！ 

～本探しゲームで盛り上がる～ 

いずみの森義務教育学校で、ミッションカードを使った「学校図書館で本探しゲーム」を行いました。 

【ゲームのねらい】 ４年生国語単元「分類をもとに本を見つけよう」で学ぶ、学校図書館の本が日本十進分類法と 

いうルールで分類されて書架に並んでいることを、実際の図書館で体験します。 

 

① 学校司書がゲームのルール説明とヒントを伝え、

学校図書館の地図を配布。 

② ミッションカードを各自 1 枚選ぶ。ミッションカー

ドには分類記号や著者や主人公などが指定され

ていて、それらをヒントに本を見つけます。 

◆ミッションカード例  

 「レベル 1 右の分類記号の本を探して 

 ワークシートに記入してください・・・489」 

③ 書名、著者などをミッション解答用紙に記入し、

先生か学校司書に答え合わせをしてもらう。 

④ OK が貰えたら次のレベルのカードに挑戦する。

◆レベルは３段階、最終レベルは簡単にクリアで

きない難しさです！ 

 

 

 

 

 

 

 

みんなに知ってほしい！世界が広がる

学校図書館の魅力を伝えていくよ。 

 

としょえもん 
八王子市学校図書館サポートセンター 広報紙 

令和 6 年度第 2 号（通巻 47 号） 

次はレベル２に挑戦しようかな！ 答え合わせ。正解だよ！ 棚の案内を見て本を探します。 

本を見つけた！記入することがたくさんあるー 

「よーいスタート！」の合図とともに、児童は書架めざしていっせいに動き出しました。あっという間に学校図書館

全体がゲーム会場に早変わり。気づけば、クラス全員が夢中になって本を探しています。最後に「楽しかった！」「もっ

とやりたい！」という声が聞こえる図書授業の取り組みです。その後の図書館では、子どもたち同士が本の探し方を

教えあう姿や、本を返す場所を気にして司書に確認する様子が見られました。 

 



八王子市立元八王子東小学校  

校長 高木 健示 
 

『１２歳までに知っておきたい 

語彙力
ご い り ょ く

図鑑
ず か ん

』齋藤孝／作 

日本能率協会マネジメントセンター 

 

「やばい」「すごい」「うざい」こんな言葉をよく使っ

ていませんか？けれど、この言葉で、本当に君たちの

気持ちを、正しく表現できているのかな？ 

その人が知っている言葉を「語彙」といいます。こ

の本を読むと、生活の中で使える語彙が豊かになり

ますよ。一つだけ紹介しますね。 

「驚く」という言葉を使わないで、この時の気持ち

を表現できるかな？「たまげる」「息をのむ」「腰がぬ

ける」 「面食らう」「呆然とする」さらには、「呆然
ぼうぜん

自失
じ し つ

」 「吃驚
きっきょう

仰天
ぎょうてん

」などの四字熟語もあります。日本

語の奥深さも知ることができるので、お薦めします。 

 

 

加住中では朝学活の前の 10 分間、「朝読書」を行っていま

す。各自が学校図書館で借りた本や、学級文庫の本、図書委

員が推薦する本を開き、集中して読書する様子が見られま

す。ときには学校司書が教室へ出向き、本の読み聞かせや本

の紹介をすることもあります。紹介する本は新着図書や話題

作のほか、職場体験や修学旅行などの学校行事に関する本

など中学生の皆さんに読んでほしい本を選んでいます。 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

朝のひとときに本を楽しむ時間を 

学校司書が教室で紹介した本は 

希望者にその場で貸出します。 

POP コンテストに応募した力作たちと本棚の上に並ぶ本の紹介文 

朝読書を継続することでいろいろな本

に出会い、「POP コンテスト」（八王子市図

書館主催）にもたくさんの応募がありまし

た。学校図書館内の書棚の上にもおすす

め本の紹介文が並びます。朝読書を始め

たころは準備に時間がかかっていた生徒

たちも、今では開始のチャイムと共に本を

開き、落ち着いた時間を過ごしています。 

読書の積み重ねの成果が、いろいろな

ところに表れているそうだよ！ 

教えて 校長先生！おすすめの本はなんですか？ 
 

発行：令和 6 年（2024 年）12 月 10 日  

八王子市教育委員会教育指導課  

学校図書館サポートセンター          

問い合わせ：電話 042-664-1193          

八王子市立第五中学校  

校長 鴨狩 淳一 
 

『大谷翔平  

勇気をくれるメッセージ 80』  

児玉光雄／著 三笠書房 

 

「他人がポイって捨てた運を拾っているんです。」 

大谷選手は、運を引き寄せる具体策として、「ゴミ

拾い」「部屋そうじ」「あいさつ」「審判さんへの態度」

「道具を大切に扱う」「プラス思考」「応援される人間

になる」「本を読む」といった要素をあげています。 

大谷選手はゴミが落ちていた時、拾わずに通り過

ぎようとすると、ゴミから「お前、それでいいのか？」

と呼ばれているような気がするという。 

「一つのゴミを見つけ、拾うたびに運がたまる……」 

（本文より） 

令和 6 年度 「図書館を使った調べる学習コンクール」 

  八王子市内からの応募総数は 843 点でした。 

次号令和 6 年度第３号で特集します。 


